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カトリック

前
田
万
葉
司
教
メ
ッ
セ
ー
ジ	

一
面

教
区
の
動
き
・
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
遺
骨
を
迎
え
（
II
）	

二
～
三
面

東
日
本
大
震
災
支
援
関
連
・
Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
・
訃
報	

四
～
五
面

地
区
・
海
峡
か
ら
の
風
・
施
設	

六
～
七
面

青
少
年
・
ひ
と
粒	

八
面

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
長

前
田	

万
葉	

司
教

ク
リ
ス
マ
ス
と

　
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
あ
げ
ま
す

　

御
父
は
御
独
り
子
を
遣
わ
す

ほ
ど
こ
の
世
を
愛
（
大
切
に
）

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
御（
独
り
）

子
キ
リ
ス
ト
は
、
神
で
あ
り
な

が
ら
人
間
と
同
じ
も
の
と
な
っ

て
く
だ
さ
り
、
死
に
至
る
ま
で

し
か
も
十
字
架
の
死
に
至
る
ま

で
、
自
分
を
無
に
し
て
仕
え
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
キ
リ
ス
ト
は
死
に
打
ち
勝

ち
（
永
遠
に
生
き
る
）
復
活
の

栄
光
を
お
受
け
に
な
っ
た
の
で

す
。
聖
霊
は
、
こ
の
仕
え
合
う

（
愛
し
合
い
生
か
し
合
う
）『
人

間
の
仕
合
わ
せ
＝
救
い
』
を
世

の
終
わ
り
（
神
の
国
の
完
成
の

時
）
ま
で
御
父
と
御
子
と
共
に

続
け
る
原
動
力
と
な
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
」（
三
位
一
体
の
神

学
）。

　

そ
の
た
め
に
、
十
字
架
上
の

御
子
キ
リ
ス
ト
の
御
脇
腹
か
ら

流
れ
出
た
血
の
泉
を
源
泉
と
す

る
七
つ
の
秘
跡
（
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

で
あ
る
恵
み
）
が
教
会
の
宝
物

と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。

（
秘
跡
神
学
）

　

こ
の
宝
物
を
積
ん
だ
船
が
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
な
の
で
す
。『
信

仰
年
』の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

十
字
架
を
メ
ー
ン
マ
ス
ト
と
す

る
三
つ
の
帆
が
「
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
十
字
架
」
で
あ
り
、

背
景
の
太
陽
と
と
も
に
七
つ
の

秘
跡
を
代
表
す
る
ご
聖
体
と
な

り
、
七
つ
の
恵
み
を
積
ん
だ
宝

船
と
し
て
の
教
会
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
文
化

の
「
七
福
神
を
積
ん
だ
宝
船
」

に
因
ん
で
、
ま
さ
に
「
十
字
架

立
つ
信
仰
年
の
宝
船
」
で
す
。

わ
た
し
た
ち

信
仰
あ
る
の
み
初
便
り

　

新
年
の
ご
挨
拶
（
初
便
り
）

で
、「
去
年
今
年
貫
く
バ
ナ
ー

や
信
仰
年
」
と
い
い
ま
し
ょ
う

か
「
わ
た
し
た
ち
信
仰
あ
る
の

み
初
便
り
」
と
い
い
ま
し
ょ
う

か
、「
信
仰
か
ら
の
奉
仕　

信

仰
へ
の
奉
仕
」
を
二
年
連
続
の

教
区
サ
ブ
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
前
述
の｢

三

位
一
体
の
神
の
救
い
」、と
「
七

つ
の
秘
跡
の
恵
み
」
に
加
え
、

「
聖
徒
の
交
わ
り
に
よ
る
永
遠

の
い
の
ち
」
へ
の
信
仰
を
再
発

見
し
ま
し
ょ
う
、
強
め
ま
し
ょ

う
、
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
『
信
仰
年
』
の
恵
み
と
し
て
、

教
皇
庁
内
赦
院
か
ら
「
特
別
免

償
」
の
教
令
が
発
布
さ
れ
ま
し

た
。
広
島
司
教
区
と
し
て
の
適

応
規
定
を
別
紙
の
と
お
り
発
表

し
ま
し
た
の
で
、
是
非
、「
聖

徒
の
交
わ
り
に
よ
る
こ
の
無
尽

蔵
の
教
会
の
宝
」
を
分
か
ち

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
皆
様
が
、
別
紙
発
表
文

書
を
読
み
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
カ
テ
キ
ズ
ム
の
「
免
償
」
の

項
な
ど
を
よ
く
学
び
な
が
ら
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
え
を

知
り
、
信
じ
、
愛
し
、
希
望
す

る
よ
う
促
さ
れ
、
実
り
を
得
る

こ
と
が
出
来
る
」
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

新
年
に
皆
成
れ
か
し
と

祈
り
つ
つ

　

新
年
は
広
島
司
教
区
創
立

九
十
周
年
で
す
。
百
周
年
に
向

け
て
の
十
年
計
画
と
し
て
、
特

に
次
の
三
つ
の
目
標
を
祈
り
の

う
ち
に
提
案
し
ま
す
。

①
津
和
野
・
乙
女
峠
の
殉
教
者

列
福
・
列
聖
実
現
＝
教
区

の
信
仰
高
揚
と
明
治
の
殉

教
者
列
福
・
列
聖
の
先
陣

を
切
る
た
め
、
九
十
周
年

を
機
に
公
的
準
備
を
始
め
、

遅
く
と
も
百
周
年
目
ま
で

に
列
福
を
目
指
す
。

②
五
人
か
ら
十
人
の
教
区
司
祭

誕
生
＝
記
念
す
べ
き
九
十

周
年
に
、
一
人
の
新
司
祭

と
一
人
の
新
助
祭
、
二
人

の
新
神
学
生
が
誕
生
す
る

こ
と
を
励
み
と
し
て
、
毎

年
二
人
ぐ
ら
い
の
神
学
生

を
誕
生
さ
せ
て
実
現
に
努

力
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

早
期
に
教
区
予
備
神
学
校

を
創
設
す
る
。

③
教
区
統
一
の
教
理
テ
キ
ス

ト
作
り
＝
初
聖
体
、
堅
信
、

結
婚
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
。

十
字
架
立
つ
信
仰
年
の
宝
船

前田万葉司教
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教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

【
二
〇
一
二
年
度
（
第
二
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議

会
】

　

昨
年
十
二
月
九
日
、

二
〇
一
二
年
度
第
二
回
広
島
司

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会（
以
下
、

教
区
宣
司
評
）
が
、
広
島
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
前
田
司
教
、
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
の
二
十
六

人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
前
田
司
教
か
ら

「
寒
い
中
、
日
本
海
側
は
雪
も

心
配
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
す
。『
信
仰
年
』、
教
区

創
立
九
十
周
年
に
向
け
、
要
望

等
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
意

見
交
換
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

議
題
は
、
ま
ず
来
年
度
教
区

方
針
（
年
間
テ
ー
マ
）
に
つ
い

て
、平
和
の
使
徒
推
進
本
部（
以

下
、
推
進
本
部
）
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
度
年
間
サ
ブ

テ
ー
マ
は
、「
信
仰
か
ら
の
奉

仕　

信
仰
へ
の
奉
仕
」。

　

二
〇
一
二
年
度
と
同
じ
年
間

サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
理

由
は
、
二
〇
一
二
年
度
始
め
の

前
田
司
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
お
い

て
、
二
年
間
、
同
じ
サ
ブ
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
が
発
せ
ら
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　

決
ま
っ
た
来
年
度
の
テ
ー

マ
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
各
地
区
・

ブ
ロ
ッ
ク
に
持
ち
帰
り
、
各
地

区
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
か
を
考
え
、
終
わ
り
に
は
そ

の
評
価
も
し
て
も
ら
う
こ
と
。

ま
た
、
中
長
期
的
な
教
区
の
動

き
を
見
据
え
て
、
教
区
の
方
針

（
テ
ー
マ
）
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
『
信
仰
年
』
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
前

田
司
教
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が

要
望
と
し
て
出
さ
れ
た
。

①
各
小
教
区
で
ミ
サ
を
大
切

に
す
る
。
ミ
サ
に
つ
い
て

の
勉
強
も
し
、
そ
の
こ
と

を
い
か
に
主
任
司
祭
を
中

心
に
実
施
す
る
か
を
話
し

合
っ
て
欲
し
い
。

②
七
つ
の
秘
跡
を
大
切
に
し
、

よ
り
具
体
的
な
行
動
を
展

開
す
る
。

③
教
区
の
カ
テ
キ
ズ
ム
講
座
を

開
き
、
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
う
。

④
教
区
内
の
巡
礼
指
定
教
会
を

巡
礼
す
る
よ
う
促
進
す
る
。

巡
礼
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
、

も
う
一
度
、
信
仰
の
再
発

見
が
出
来
る
。

⑤
そ
れ
ら
の
要
望
に
と
も
な

い
、
教
区
の
カ
テ
キ
ズ
ム

作
成
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
、
教
区
で
統
一
し
た
「
初

聖
体
」「
堅
信
」「
結
婚
」

の
テ
キ
ス
ト
作
成
を
検
討

す
る
。

　

次
に
、『
信
仰
年
』
の
具
体

的
行
事
に
つ
い
て
推
進
本
部
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
三

日
（
土
・
祝
）
十
四
時
か
ら
、『
信

仰
年
』
閉
幕
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
）
と
し
て
、
Sr.
渡
辺
和

子
（
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
修
道
女
会
）を
お
招
き
し
、

講
演
会
を
開
催
す
る
予
定
。

　

翌
日
二
十
四
日
（
日
）、『
信

仰
年
』
閉
幕
ミ
サ
を
世
界
平
和

記
念
聖
堂
で
行
う
予
定
。
詳
細

は
未
定
。

　

次
の
議
題
は
、
教
区
創
立

九
十
周
年
（
二
〇
一
三
年
五
月

四
日
）
行
事
に
つ
い
て
推
進
本

部
か
ら
ア
イ
デ
ア
（
案
）
の
説

明
が
あ
っ
た
。

①
九
十
周
年
の
前
夜
祭
と
し

て
、
五
月
三
日
の
津
和
野

乙
女
峠
祭
り
の
中
で
教
区

九
十
周
年
を
祝
う
。

②
各
小
教
区
で
教
会
史
を
発
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
そ
れ

を
見
直
す
な
ど
し
て
、
自

分
の
小
教
区
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
も
ら
う
よ
う
呼

び
掛
け
る
。
十
年
後
の
百

周
年
に
向
け
た
準
備
の
た

め
で
も
あ
る
。

③
自
分
の
教
会
を
よ
り
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
写
真

と
絵
画
を
募
集
す
る
予
定
。

ま
た
、
応
募
者
か
ら
届
け

ら
れ
た
写
真
を
活
用
し
、

新
し
い
「
教
会
案
内
」
冊

子
を
作
成
す
る
予
定
。

④
各
小
教
区
で
、
ス
タ
ン
プ
を

製
作
し
て
も
ら
う
。

ス
タ
ン
プ
が
な
い
教
会
は

こ
の
機
会
に
作
る
（
約
七
セ

ン
チ
角
・
デ
ザ
イ
ン
自
由
。

費
用
は
推
進
本
部
で
の
負

担
も
可
能
）。
こ
の
ス
タ
ン

プ
が
各
小
教
区
に
整
備
さ

れ
れ
ば
、
巡
礼
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
で
き
る
（「
教
会

案
内
」
冊
子
は
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
帳
を
兼
ね
る
）。
こ

れ
も
百
周
年
に
向
け
た
準

備
の
た
め
で
も
あ
る
。

⑤
広
島
教
区
民
の
顔
写
真
を
募

集
し
、
集
ま
っ
た
写
真
を

使
い
、
モ
ザ
イ
ク
フ
ォ
ト

ポ
ス
タ
ー
（
世
界
平
和
記

念
聖
堂
な
ど
）
を
作
成
す

る
。

　

具
体
的
な
内
容
検
討
は
、
今

後
、
推
進
本
部
を
中
心
に
検
討

さ
れ
る
予
定
。
こ
の
九
十
周
年

行
事
案
に
お
い
て
、
次
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

●
教
区
創
立
九
十
周
年
と
し

て
、
過
去
を
振
り
返
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
が
、
未

来
に
向
け
た
行
事
が
必
要

で
あ
る
。
未
来
に
向
け
て

準
備
す
る
こ
と
が
大
切
。

そ
の
行
事
を
通
し
て
、
カ

テ
キ
ス
タ
の
養
成
に
力
を

注
ぐ
こ
と
が
必
要
。

●
教
区
と
し
て
、
ま
ず
、
乙
女

峠
の
殉
教
者
列
聖
へ
の
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
て
い

く
こ
と
は
、
百
周
年
に
向

け
て
の
大
き
な
行
動
と
位
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置
付
け
る
。
そ
の
後
、
教

区
内
の
他
の
殉
教
者
列
聖
、

列
福
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
。（
前
田
司
教
）

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、

秋
に
各
地
区
で
行
わ
れ
た
地

区
宣
教
司
牧
評
議
会
の
報
告

（
活
動
報
告
、活
動
予
定
含
む
）、

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
英
語

版｢ Be Apostles of Peace !｣

が
で
き
あ
が
り
、
発
刊
さ
れ
た

と
の
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。

　

教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
と
し
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
可
能
と
の
こ
と
。

詳
し
く
は
、各
地
区
セ
ン
タ
ー
、

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
ま
で
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
後
、
前
田
司
教
が
「
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
貴
重
な
意
見
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
さ
れ
、
祈
り
と
祝
福
の

う
ち
に
三
時
間
の
教
区
宣
司
評

を
閉
会
し
た
。

　

前
田
司
教
の
も
と
、
教
区
民

一
人
ひ
と
り
が「
平
和
の
使
徒
」

に
向
か
っ
て
歩
み
ま
し
ょ
う
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
は
、
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
ま
で
。

　

前
号
に
引
き

つ
づ
き
、
聖
デ
ィ

エ
ゴ
喜
斎
の
生

誕
地
・
岡
山
と
ナ

ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
修
道

女
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
士
・
デ
ー
リ
ン
グ
大
司
教
は
、

一
九
二
三
年
一
月
二
十
八
日
付
の
書
簡
を
シ
ス

タ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ス
あ
て
に
再
び
出
し
て
、
こ
う
説

明
し
た
―
―

　

岡
山
が
大
阪
司
教
区
か
ら
外
さ
れ
る
時
、
私
た
ち

の
会
の
司
祭
と
交
替
し
ま
す
。
大
阪
司
教
区
か
ら
の

分
離
の
日
は
、
岡
山
の
学
校
に
新
し
い
シ
ス
タ
ー
た

ち
が
到
着
す
る
日
付
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
さ
ら

に
岡
山
が
大
阪
司
教
区
か
ら
分
離
さ
れ
た
ら
、
私
は

早
速
東
京
か
ら
岡
山
に
向
か
い
、
少
な
く
と
も
数
年

間
は
教
区
長
と
し
て
岡
山
に
住
む
つ
も
り
で
す
。
ど

う
か
早
急
に
決
定
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
会
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
に
初
め
て
こ

の
依
頼
を
し
て
か
ら
、
も
う
す
で
に
六
か
月
が
た
っ

て
い
た
。

　

公
式
の
契
約
が
ま
も
な
く
結
ば
れ
、
四
月
十
二

日
、
渡
米
中
の
総
長
、
シ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
・
ジ
ュ

リ
ア
ン
と
同
行
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル

に
残
っ
て
い
た
三
名
の
本
部
評
議
員
た
ち
に
そ
の
新

し
い
宣
教
活
動
に
関
し
て
の
賛
否
を
投
票
す
る
よ
う

に
命
じ
た
。本
部
評
議
員
た
ち
は
早
速
会
議
を
開
き
、

投
票
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
「
三

者
と
も
賛
成
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

す
ぐ
に
総
長
が
公
式
訪
問
中
の
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
電
報
で
伝
え
ら
れ

た
。
新
し
い
宣
教
は
決
定
さ
れ
た
。

　

デ
ー
リ
ン
グ
大
司
教
は
、
シ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
セ

ス
か
ら
手
紙
を
受
け
取
る
前
、四
月
二
十
四
日
付
で
、

書
簡
を
書
い
て
い
る
―
―

　

こ
ち
ら
の
宣
教
活
動
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
深
く
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
私
は
、
最
後
に
は
私
た
ち
の
努
力
が
実
り

豊
か
な
成
功
を
も
た
ら
す
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま

す
。
使
徒
聖
パ
ウ
ロ
の
言
う
「
こ
と
を
起
こ
す
前
に

は
忍
耐
が
必
要
だ
」
と
い
う
言
葉
が
、
岡
山
の
殉
教

者
で
あ
る
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
墓
碑
に
記
し
て
あ
り

ま
す
。

　

八
月
十
三
日
付
の
書
簡
で
、
デ
ー
リ
ン
グ
大
司
教

は
布
教
聖
省
か
ら
の
認
可
を
受
け
と
っ
た
こ
と
を
知

ら
せ
、
そ
の
中
で
再
び
岡
山
で
の
計
画
に
つ
い
て
雄

弁
に
語
っ
て
い
る
―
―

　

ま
も
な
く
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
会
の
創
立
者
マ
ザ
ー
・

ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
リ
ア
ー
ト
の
娘
た
ち
が
私
の
教
区

で
イ
エ
ズ
ス
会
と
と
も
に
働
い
て
く
れ
る
と
思
う

と
、
喜
び
で
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
す
。
シ
ス
タ
ー
た

ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
岡
山
近
郊
で
生
ま
れ
、
最
後
ま
で

岡
山
の
教
会
を
愛
し
た
殉
教
者
、
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎

が
必
ず
や
わ
れ
わ
れ
を
助
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
九
月
一
日
、
日
本
は
関
東
大
地

震
に
み
ま
わ
れ
、
シ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ス
は
、
日

本
で
の
新
し
い
宣
教
活
動
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
、
と
思
案
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

トゥアン助祭　司祭叙階式
日時：3 月 20 日（水・祝）14 時～

場　所：世界平和記念聖堂

司　式：前田 万葉 司教

受階者：ヨハネ　グェン・
クァン・トゥアン

（広島司教区助祭  ベトナム出身）

猪口大記神学生　助祭叙階式
日時：3 月 2 日（土）13 時～

場　所：カトリック鳥取教会

司　式：前田 万葉 司教

受階者：マキシミリアノ・
マリア・コルベ　猪口大記

（広島司教区神学生 鳥取教会出身）

ガイドライン英語版

シ
ス
タ
ー 

髙
木 

孝
子

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
）

聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
遺
骨
を
迎
え
（
Ⅱ
）
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東
日
本
大
震
災
支
援

平
和
の
使
徒
推
進
本
部

シ
ス
タ
ー
山
本
紀
久
代

　

広
島
教
区
の
皆
さ
ん
、
新
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

無
沙
汰
し
て
い
ま
す
が
、
如
何

お
過
ご
し
で
す
か
。
こ
の
記
事

を
書
い
て
い
る
二
〇
一
二
年

十
二
月
二
十
七
日
は
、
ち
ょ
う

ど
十
九
日
か
ら
始
ま
っ
た
仮
設

住
宅
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
終

わ
り
、
ち
ょ
っ
と
一
息
つ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

わ
た
し
は
広
島
か
ら

二
〇
一
一
年
の
六
月
に
被
災
地

に
派
遣
さ
れ
、
十
ヶ
月
間
宮
城

県
石
巻
市
の
カ
リ
タ
ス
石
巻

ベ
ー
ス
で
活
動
し
、
昨
年
八
月

か
ら
岩
手
県
釜
石
市
に
あ
る
カ

リ
タ
ス
釜
石
ベ
ー
ス
に
移
動
し

て
、
被
災
地
で
の
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

震
災
後
二
回
目
の
岩
手
の
冬

は
結
構
寒
い
で
す
。
こ
ち
ら

釜
石
は
海
沿
い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
内
陸
の
遠
野
、
花

巻
、
盛
岡
と
比
べ
て
積
雪
量

は
あ
ま
り
多
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
風
は
強

く
、
小
雪
が
舞
う
こ
と

も
た
び
た
び
あ
り
ま

す
。
今
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
の
朝
も
景

色
が
薄
化
粧
し
て
い

ま
し
た
。
カ
リ
タ
ス

釜
石
ベ
ー
ス
で
は
市

内
に
六
十
六
ヶ
所
あ

る
仮
設
住
宅
の
う
ち

十
三
ヶ
所
で
、
社
協
さ

ん
や
自
治
会
さ
ん
等

と
協
力
し
て
お
茶
っ

こ
サ
ロ
ン
を
開
い
て

い
ま
す
。
手
芸
を
し
た
り
、
お

話
に
耳
を
傾
け
た
り
、
一
緒
に

歌
を
歌
っ
た
り
。
仮
設
に
よ
っ

て
も
、
個
人
に
よ
っ
て
も
差

は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
同

じ
。
い
ら
し
て
く
だ
さ
る
方
々

が
ひ
と
時
苦
し
い
現
実
を
脇
に

置
い
て
楽
し
く
お
茶
を
飲
ん
だ

り
、
思
い
切
り
手
芸
な
ど
に
没

頭
し
た
り
、
気
が
か
り
な
こ
と

を
話
し
た
け
れ
ば
話
し
て
い
た

だ
く
。
普
段
隣
近
所
を
気
に
し

て
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
も
で

き
な
い
ぶ
ん
、
み
ん
な
で
大
き

な
声
で
歌
っ
て
い
た
だ
く
。
一

人
き
り
で
寒
い
仮
設
住
宅
に
こ

も
っ
て
い
る
よ
り
も
、
誰
か
の

顔
を
見
て
、言
葉
を
交
わ
し
て
、

少
し
で
も
心
を
和
ら
げ
、
心
軽

く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が

ら
、毎
週
お
訪
ね
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
年
末
年
始
も
同
じ
ペ
ー

ス
で
す
。
こ
ち
ら
の
活
動
の
中

で
、
幼
子
と
し
て
私
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
名
前
を
表
に
出
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
方

の
思
い
が
少
し
で
も
見
え
る
形

に
な
れ
ば
と
願
い
、
地
元
の

方
々
と
の
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

仮
設
住
宅
で
の
二
回
目
の
冬

を
迎
え
、
被
災
者
の
方
々
は
疲

れ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
と
感
じ

ま
す
。
自
宅
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
戻
れ
る
の
か
戻
れ
な
い
の

か
、
復
興
住
宅
に
住
む
の
か
、

仕
事
は
ど
う
な
る
の
か
等
々
、

不
安
や
不
確
定
な
こ
と
だ
ら
け

で
す
。
失
っ
た
も
の
の
大
き
さ

が
身
に
染
み
る
こ
ん
な
不
安
定

な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
屈
し
て

し
ま
わ
な
い
芯
の
強
さ
に
は
、

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
わ

た
し
も
今
ま
で
に
い
た
だ
い
て

い
る
も
の
の
大
き
さ
に
気
づ
き

直
し
、
感
謝
と
謙
遜
な
心
を
育

て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
タ
ス
釜
石
ベ
ー
ス
は
四

月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

新
し
い
歩
み
を
始
め
る
予
定

で
す
。
仙
台
教
区
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
共
に
歩
む

こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
さ
ら
に
地
域
に
根
差

し
た
、
地
域
復
興
の
拠
点

と
し
て
、
地
元
の
方
々
と

の
協
力
を
深
め
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
心

に
か
け
お
祈
り
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
大
震
災

と
津
波
の
爪
痕
に
苦
し
む

人
々
と
、
地
域
の
た
め
お

祈
り
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
暖
か
く
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

釜
石
に
、
大
船
渡
に
、
あ
る
い

は
石
巻
に
、
米
川
と
い
っ
た

ベ
ー
ス
に
、
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
意
味
深
い

体
験
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広島司教区災害サポートセンター収支報告
（2011 年 4 月 1 日～ 2012 年 12 月 28 日 現在）

収入 献金 12,463,808
支出 支出合計 2,843,802

事務運営費 20,850
　　振込手数料 20,850
旅費交通費 541,052
支援費（派遣者の経費を含む） 2,281,900
　　経費 1,075,000
　　送料 37,900
　　物資購入 169,000
　　「地ノ森いこいの家」支援 1,000,000

繰越 9,620,006

仙台教区サポートセンター
カリタス釜石ベース

住所：岩手県釜石市大只越町
2-4-4 カトリック釜石教会内

電話・ＦＡＸ：0193-27-9030
メール：kamaishi.vol@gmail.com
ＨＰ：http://ameblo.jp/kamaishi311/

写真は、仮設住宅でのクリスマス会の様子。仮設の住人さんと
協力して作った赤いかごの完成を祝って撮りました。

釜		

石		

便		

り
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『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
… 

最
上
の
薬
』

福
山
教
会　

パ
ト
リ
ッ
ク
神
父
（
淳
心
会
）

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
最
も
盛
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
か
ら
大
人

に
至
る
ま
で
と
て
も
夢
中
に

な
り
ま
す
。
も
し
そ
こ
に

コ
ー
ト
が
な
く
と
も
、
子
ど

も
た
ち
は
道
路
横
側
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を
作
り
立

て
、
道
路
真
ん
中
で
楽
し
く

遊
び
、
車
が
通
る
と
き
は
、

ゲ
ー
ム
を
一
時
中
断
し
ま

す
。
こ
う
し
て
、
ゲ
ー
ム
は

時
間
が
か
か
っ
て
な
か
な
か

終
わ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
や
っ
て
き
た
研
修

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

生
た
ち
が
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の

伝
統
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。
四

年
前
、
福
山
に
は
若
い
研
修
生

た
ち
が
多
か
っ
た
の
で
、
大
会

を
始
め
よ
う
と
い
う
話
が
起
き

た
そ
う
で
す
。
前
助
任
司
祭
・

ギ
ャ
リ
ー
神
父
の
指
導
に
よ

り
、
女
性
た
ち
が
、「
福
山
マ

ン
ガ
ガ
ワ
ン
グ
ピ
ノ
イ
」（
フ

イ
リ
ピ
ン
人
労
働
者
）
と
い
う

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
福
山

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
誕

生
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
会
が
年
に
二
、三

回
行
わ
れ
、
チ
ー
ム
は
高
松
、

岡
山
、
倉
敷
、
福
山
、
三
原
、

因
島
等
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
一
番
多
く
参
加
し
た

の
は
十
九
チ
ー
ム
で
三
百
人
以

上
で
し
た
。
そ
の
時
の
体
育
館

を
大
船
に
た
と
え
る
と
、
満
員

で
沈
み
そ
う
な
船
の
よ
う
で
し

た
。
本
当
に
お
び
た
だ
し
い
魚

の
よ
う
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
か

ら
、こ
ん
な
人
数
は
教
会
で「
見

た
こ
と
が
な
い
！
」
と
大
変

驚
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
教

会
よ
り
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
方
が
楽
し
い
の
で
は
な

い
か
、
と
。
で
も
、
こ
の
機

会
を
通
し
て
、
多
く
が
教
会

に
繋
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ミ
サ
に
も
与
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
た
ち
に

と
っ
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
、
日
本
で
の
寂
し
さ
、

仕
事
の
辛
さ
、
状
況
の
厳
し

さ
を
癒
す
最
上
の
薬
で
す
。

も
ち
ろ
ん
彼
ら
に
と
っ
て
も

ミ
サ
自
体
は
身
体
と
心
の
最

高
の
薬
で
す
。
確
か
に
、
私

は
彼
ら
と
接
し
な
が
ら
、
そ

う
感
じ
て
信
じ
て
い
る
の
で

す
。
皆
万
歳
！

優勝チーム

バスケットボール委員会メンバー

　

玉
野
教
会
の
金キ
ム

起キ
ヨ
ン瑩
神
父
様

の
講
話
に
よ
る
黙
想
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

信
仰
は
神
か
ら
の
賜
物
で
、

神
を
仰
ぎ
見
、
み
こ
と
ば
に
生

き
る
人
、
又
信
仰
を
伝
え
る
使

命
が
あ
り
、
信
仰
の
種
を
保
つ

た
め
、
①
み
こ
と
ば
を
聴
き
、

②
祈
り
に
よ
っ
て
成
長
し
、
③

教
会
の
教
え
に
よ
っ
て
強
め
ら

れ
、
④
ミ
サ
を
通
し
て
皆
一
つ

に
集
め
ら
れ
、
兄
弟
愛
に
よ
っ

て
豊
か
に
実
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
行
い
が
伴
わ
な
い

愛
は
信
仰
の
実
で
は
な
い
と
も

言
わ
れ
ま
し
た
。

黙
想
会
に
あ
ず
か
っ
て

倉
敷
教
会　

明
神
正
子

　

実
践
と
し
て
、
い
つ
も
共
に

居
て
く
だ
さ
る
聖
母
マ
リ
ア
か

ら
五
つ
の
白
い
石
を
与
え
て
く

だ
さ
る
。
そ
れ
は
、『
断
食
と

施
し
』『
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
』『
聖

体
拝
領
』『
ゆ
る
し
の
秘
跡
』『
み

こ
と
ば
』。
断
食
と
施
し
、
ロ

ザ
リ
オ
の
祈
り
、
そ
し
て
ミ
サ

に
与
る
こ
と
は
強
い
味
方
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
日
頂
い
た
恵
み
を
心
に
留

め
「
い
つ
も
目
覚
め
て
い
な
さ

い
。」
と
言
わ
れ
る
方
か
ら
呼

ば
れ
た
時
「
ハ
イ
。」
と
答
え

ら
れ
る
よ
う
、
又
『
信
仰
年
』

に
相
応
し
く
信
仰
の
種
が
成
長

で
き
ま
す
よ
う
に
、
み
こ
と
ば

を
聴
く
耳
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ

う
に
。

　使徒ヨハネ野間重信神父（広島
司教区司祭）が、2012 年 12 月 8
日、呼吸不全のため、広島パーク
ヒル病院で帰天。享年 87 歳。12
月 8 日無原罪の聖母の祝日は、師
の 誕 生 日。1925 年 12 月 8 日 生
まれ。1948 年幟町教会にて受洗。

1962 年 12 月 22 日ローマにて司祭叙階。1965 年
より、幟町教会、廿日市教会、観音町教会、松江教会、
岡山教会、福音の光修道院チャプレンなどを歴任。
その間、司教顧問、地区長、幼稚園園長を兼任。

　ローレンス・マクガレル神父（イ
エズス会）が、2012 年 12 月 29
日、肺がんのため、シムラ病院（広
島市）で帰天。享年 65 歳。1947
年 4 月 3 日米国インディアナ州
生まれ。1965 年イエズス会入会。
1981 年長崎にて司祭叙階。1985

年最終誓願。1986 年よりエリザベト音大で助教授、
教授、学長、理事長、名誉教授を歴任。
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地
区
便
り

広
島
地
区

27

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
脱
原
発
学
習
会

「
福
島
の
現
状
と
内
部
被
曝
の

危
険
性
に
つ
い
て
」

　

今
年
二
回
目
の
学
習
会
と
し

て
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
八
日

に
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
守
田

敏
也
さ
ん
を
迎
え
て
、
愛え

の
み
や宮
サ

ラ
ー
ル
記
念
館
に
於
い
て
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催
：
広

島
地
区
平
和
推
進
チ
ー
ム
・
正

義
と
平
和
広
島
協
議
会
）。

　

守
田
さ
ん
は
福
島
に
何
度
も

取
材
活
動
に
通
っ
た
事
、
そ
し

て
、
ま
だ
よ
く
解
明
さ
れ
て
い

な
い
内
部
被
曝
問
題
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。

　

福
島
原
発
事
故
当
時
、
風
の

流
れ
に
よ
り
、
ど
の
様
に
放
射

能
汚
染
が
拡
散
さ
れ
た
か
を
地

図
で
示
さ
れ
た
。
未
だ
に
、
高

レ
ベ
ル
に
汚
染
さ
れ
た
地
域
に

暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
の
中
、
地
域
や
家
族
が
分
断

さ
れ
て
い
る
困
難
な
状
況
に
つ

い
て
も
話
さ
れ
た
。
さ
ら
に
内

部
被
曝
に
関
し
て
は
、
食
生
活

に
注
意
し
な
が
ら
日
々
の
生
活

を
送
る
こ
と
の
大
切
さ
等
が
語

ら
れ
た
。

山
口
・
島
根
地
区

暦
を
巻
き
戻
さ
せ
ま
い

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
支
援
の
仲
間
か

ら
届
く
年
賀
状
に
は
毎
年
「
ヒ
ロ

シ
マ
紀
元
」が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
が
生
命
そ
の
も
の
の
存
続
の

危
機
を
孕は
ら

む
よ
う
に
な
っ
た
「
ヒ

ロ
シ
マ
」。
し
か
し
、
人
類
は
核

兵
器
・
核
抑
止
論
は
言
う
に
及
ば

ず
、
核
の
利
用
そ
の
も
の
を
見
直

す
き
っ
か
け
を
や
り
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
六
十
六
年
、
私
た
ち

は
「
フ
ク
シ
マ
」
を
迎
え
て
し

ま
っ
た
。
彼
の
二
〇
一
二
年
年
賀

状
に
は
「
震
災
紀
元
」
も
記
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
フ
ク
シ

マ
」
は
人
災
で
あ
り
、「
文
明
災
」

と
ま
で
言
わ
れ
る
様
に
、
今
度
こ

そ
私
た
ち
は
人
類
の
こ
れ
ま
で

の
あ
り
方
を
見
直
し
、「
生
き
方
」

を
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ

れ
が
復
興
の
基
本
と
な
る
と
思
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
復
興

の
名
を
借
り
た
経
済
中
心
の
開
発

や
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
ば
か
り
が
目
立

ち
、
災
い
の
元
凶
で
あ
る
は
ず
の

原
発
を
再
稼
働
さ
せ
、
原
発
輸
出

を
許
し
て
来
た
。「
絆
」
と
い
う

甘
言
を
弄
し
て
、
放
射
性
物
質
を

含
ん
だ
ガ
レ
キ
の
拡
散
に
心
痛
め

る
人
々
を
非
国
民
呼
ば
わ
り

し
、
抗
議
行
動
に
参
加
す
る
人

へ
の
不
当
逮
捕
す
ら
平
気
で
行

わ
れ
る
。

　

そ
ん
な
「
フ
ク
シ
マ
紀
元
二

年
」
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
の

選
挙
の
結
果
は
、「
フ
ク
シ
マ
」

ど
こ
ろ
か
、「
ヒ
ロ
シ
マ
」
以

前
に
戻
ら
ん
と
す
る
考
え
の
政

治
家
が
跋ば
っ
こ扈
し
て
い
る
。「
ヒ

ロ
シ
マ
」
以
前
に
奪
っ
た
数
多

の
命
や
尊
厳
を
省
み
ず
、
九
条

の
精
神
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、

軍
隊
の
復
活
を
掲
げ
、
原
発
は

お
ろ
か
核
武
装
す
ら
語
ら
れ
、

あ
た
か
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ご

と
き
大
言
壮
語
や
心
地
よ
く
響

く
言
の
葉
を
あ
や
つ
る
人
気
者

に
す
が
る
政
治
。「
ン
」
が
い

つ
の
ま
に
か
消
え
る
こ
と
の
無

い
様
、
キ
リ
ス
ト
の
歩
み
に

倣
っ
て
、
祈
り
、
行
動
す
る
し

か
な
い
。

　

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

は
、
日
韓
の
イ
エ
ズ
ス
会
が
協

働
で
原
発
・
平
和
（
基
地
）・

歴
史
認
識
・
環
境
問
題
に
取
り

組
む
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
働

き
を
始
め
た
。
暦
を
巻
き
戻
さ

ん
と
す
る
流
れ
に
抗
う
楔
と
な

れ
る
よ
う
、
力
添
え
を
願
う
。

（
下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

大
城
研
司
）

　

こ
の
講
演
会
に
つ
い
て
は
、

広
島
司
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
広
島
地
区
の
今
後
の
予
定

第
三
回
脱
原
発
学
習
会
「
福
は

内　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
外
」

講
師
：
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー

ド
さ
ん
（
詩
人
、
随
筆
家
）

場
所
：
祇
園
教
会

日
時
：
一
月
二
十
七
日
（
日
）

十
三
時
半
～
十
五
時
半

平
和
ア
ピ
ー
ル
１
９
８
１
「
な

ぜ
教
会
は
社
会
問
題
に
か
か
わ

る
の
か
」

講
師
：
後
藤
正
史
神
父
（
広

島
教
区
平
和
推
進
チ
ー
ム

担
当
司
祭
）
／
「
憲
法
に

つ
い
て
」
石
口
俊
一
さ
ん

（
広
島
弁
護
士
九
条
の
会
）

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂

ミ
サ
：
前
田
司
教

日
時
：
二
月
二
十
四
日
（
日
）

九
時
半
の
ミ
サ
～
十
四
時

ぐ
ら
い
ま
で
。

第
三
十
回
広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
祈
年
祭

場
所
：
己
斐
殉
教
碑
～
観

音
町
教
会

ミ
サ
・
講
話
：
前
田
司
教

日
時
：
二
月
十
一
日
（
月
・

祝
）
己
斐
殉
教
碑
前
九
時
半

集
合
～
観
音
町
教
会
十
二

時
解
散

英 隆一朗神父

＊
二
〇
一
二
年
度
養
成
関
係

｢

山
口
教
会
待
降
節
黙
想
会｣

　

十
二
月
九
日
（
日
）
に
、
地

区
養
成
「
霊
操
」
の
一
環
と
し

て
山
口
教
会
で
、
英

は
な
ふ
さ
り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

隆
一
朗

神
父
指
導
の
待
降
節
黙
想
会
が

行
わ
れ
た
。
下
関
や
宇
部
小
野

田
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
参
加
者
も

含
め
、五
十
余
名
が
参
加
し
た
。

　

英
は
な
ふ
さ
り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

隆
一
朗
神
父
の
黙
想

会
は
、
待
降
節
と
四
旬
節
に
行

わ
れ
る
。
次
回
は
二
月
十
七
日

（
日
）
岩
徳
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳
山
）

の
予
定
。 

＊
地
区
少
年
の
集
い

「
釜
山
教
区
司
祭
叙
階
式
参
列

と
韓
国
を
知
る
旅
」

　

十
二
月
二
十
六
日
（
水
）
～

二
十
九
日
（
土
）
に
か
け
て
、

小
六
～
大
学
生
ま
で
の
子
ど
も
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備
後
ブ
ロ
ッ
ク

広
島
教
区
の
施
設

⑯

岡
山
南
教
会

ゆ
り
か
ご
保
育
園

　

宗
教
法
人
「
カ
ト
リ
ッ

ク
広
島
司
教
区
岡
山
南
教

会
ゆ
り
か
ご
保
育
園
」
は

一
九
六
八
年
十
二
月
一
日
に

地
域
の
要
望
に
こ
た
え
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
岡
山

南
教
会
は
、
集
会
所
の
時
代

で
あ
り
、
そ
の
世
話
を
し
て

お
ら
れ
た
馬
場
先
生
ご
夫
妻

が
、「
保
育
所
不
足
で
多
く

の
子
ど
も
が
、
保
育
所
に
入

れ
な
い
。
片
や
集
会
所
は
、

平
日
部
屋
が
空
い
て
い
る
。

ど
う
に
か
こ
の
部
屋
を
利
用

七
名
と
リ
ー
ダ
ー･

引
率
六

名
が
金
助
祭
の
司
祭
叙
階
式
に

参
列
す
る
た
め
釜
山
に
出
か
け

た
。

＊
ク
リ
ス
マ
ス
市
セ
レ
モ
ニ
ー

　

山
口
商
工
会
議
所
が
企
画
し

た
「
十
二
月
、
山
口
市
は
ク
リ

ス
マ
ス
市
に
な
る
」
初
日
イ
ベ

ン
ト
に
、
山
口
教
会
も
協
力
。

　

山
口
市
内
で
は
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、
聖
堂
が
会
場
に
な
っ
た

の
は
初
め
て
で
、
聖
堂
内
で
子

ど
も
た
ち
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏

や
亀
淵
友
香
さ
ん
の
聖
歌
奉
納

が
、
広
場
で
は
天
使
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
の
歌
、
最
後
は
聖

堂
バ
ル
コ
ニ
ー
一
杯
の
市
民
有

志
に
よ
る
合
唱
団
と
亀
淵
さ
ん

に
よ
る
「
絆
」
ソ
ン
グ
の
熱
唱

で
終
わ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
備
後
地
方
に
あ
る

四
つ
教
会（
三
原
、尾
道
、福
山
、

笠
岡
）
が
、
備
後
ブ
ロ
ッ
ク
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

笠
岡
教
会
が
抜
け
て
、
広
島
県

東
部
の
三
教
会
が
、
二
〇
一
二

年
か
ら
新
た
に
「
備
後
ブ
ロ
ッ

ク
」
と
し
て
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
通
り
、
年
間
の
第

五
主
日
の
ミ
サ
を
別
の
教
会
へ

司
祭
が
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
を
し

て
い
く
こ
と
、
侍
者
合
宿
や
研

修
会
を
共
同
で
企
画
す
る
こ
と

な
ど
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動

は
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
と
し
て
、『
信
仰
年
』

に
当
た
り
、
備
後
ブ

ロ
ッ
ク
三
教
会
が
同

じ
『
信
仰
年
』
の
バ

ナ
ー
を
作
成
し
、
典

礼
色
に
併
せ
て
、
聖

堂
に
飾
っ
て
い
く
こ

と
が
決
ま
り
ま
し

た
。尾
道
教
会
で
も
、

有
志
の
皆
さ
ん
で

制
作
し
、『
信
仰
年
』

と
典
礼
の
季
節
を
意

識
す
る
た
め
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

『信仰年』バナー

サビエル記念聖堂（山口教会）前広場

し
て
、
保
育
所
を
開
設
し
た

い
。」
と
当
時
の
野
口
司
教
に

願
わ
れ
て
、
開
設
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
園
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

精
神
で
あ
る
愛
に
基
づ
く
祈
り

の
心
、
感
謝
と
一
致
の
心
で
仲

良
く
で
き
る
相
互
愛
を
伝
え
る

教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

教
育
方
針
の
助
け
を
か
り
な
が

ら
、
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
保

育
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
も

取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
宗
教
的
情
操
教
育
」
日
々

の
お
祈
り
や
宗
教
教
育
を
通
じ

て
優
し
い
心
、
正
し
い
心
、
感

謝
す
る
心
を
育
み
、
目
に
見

え
な
い
心
の
成
長
を
願
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
月
数
回
、

礼
拝
堂
の
中
で
司
祭
に
よ
る

子
ど
も
の
お
祈
り
、
神
様
の

お
話
の
時
間
を
も
っ
て
お
り

子
ど
も
達
は
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。「
縦
割
り
保
育

と
横
割
り
活
動
」
年
齢
の
違

う
子
ど
も
達
が
一
つ
の
ク
ラ

ス
の
中
で
共
に
生
活
し
、
社

会
性
を
身
に
つ
け
る
と
同
時

に
造
形
・
表
現
活
動
・
運
動

な
ど
は
同
年
齢
グ
ル
ー
プ
で

行
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の

現
代
、
年
長
児
は
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
、
自
信
を
持
っ

て
伝
え
、
反
対
に
年
少
児
は

年
長
者
を
見
な
が
ら
早
く
あ

ん
な
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
習
得
し
て
い
ま

す
。「
家
族
的
雰
囲
気
」
小

人
数
の
園
と
し
て
一
人
ひ
と

り
の
成
長
に
あ
わ
せ
た
対
応

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
園
外
保

育
な
ど
を
通
し
て
の
「
自
然

体
験
」、
卒
園
旅
行
・
観
劇

等
を
通
し
て
の「
文
化
活
動
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。



( 8 )カトリック　広　島　教　区　報2013 年 1 月 20 日  91 号

岡
山
・
岡
山
南
教
会　

淳
心
会

ア
ン
リ
・
バ
デ
ィ
バ
ン
ガ
・
チ
ポ
タ
神
父

「
行
き
な
さ
い
。
あ
な
た
の
信
仰
が
あ
な
た
を
救
っ
た
。」

青
少
年
の
活
動

　

学
生
時
代
か
ら
作
文
が
ど
う

に
も
苦
手
な
の
で
す
が
、
昨
年

か
ら
教
区
報
編
集
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
頼
ま

れ
た
事
は
、と
も
あ
れ「
は
い
。」

と
お
引
き
受
け
し
て
み
る
の
も

い
い
の
で
は
と
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

（
つ
き
）

〈75〉

第
二
回
万
葉
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

去
年
十
月
十
一
日
に
『
信
仰

年
』
の
開
催
が
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。『
信
仰
年
』
の
た
め
に

教
皇
様
が
出
版
さ
れ
た
文
書

を
読
ん
で
み
る
と
、「
時
が
経

つ
に
つ
れ
て
、
新
し
い
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
流
行
に
左
右
さ
れ
な

が
ら
も
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
自
分
の
信
仰
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
。」
と
い
う
こ

と
を
我
々
に
問
い
掛
け
て
お
ら

れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ

の
問
い
の
答
え
に
、
教
皇
様
は

「『
信
仰
年
』
は
、
世
の
唯
一
の

救
い
主
で
あ
る
主
に
対
す
る
誠

実
で
新
た
な
回
心
へ
の
招
き
で

す
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
書
で
は
マ
ル
コ

に
よ
る
福
音
十
章
四
十
六
‐

五
十
二
節
の
中
で
盲
人
バ
ル

テ
ィ
マ
イ
を
イ
エ
ス
が
癒
さ
れ

た
出
来
事
が
一
番
の
ヒ
ン
ト
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
バ
ル
テ
ィ

マ
イ
は
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
だ
と
聞

く
と
、「
ダ
ビ
デ
の
子
イ
エ
ス
よ
、

私
を
憐
れ
ん
で
下
さ
い
。」
と
叫

び
ま
し
た
。
人
々
に
叱
り
つ
け
ら

れ
て
黙
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
叫
び
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て

上
着
を
脱
ぎ
捨
て
、
踊
り
上
が
っ

て
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
と
こ

ろ
に
行
き
ま
し
た
。

　

バ
ル
テ
ィ
マ
イ
の
出
来
事
は
、

す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
の
生
き
方

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
第

一
に
ま
ず
信
仰
で
す
。「
ダ
ビ
デ

の
子
イ
エ
ス
よ
、
私
を
憐
れ
ん
で

く
だ
さ
い
。」。
そ
し
て
第
二
に
、

悲
し
み
や
苦
し
み
に
失
望
す
る
こ

と
な
く
、
救
い
主
へ
の
希
望
に
対

す
る
揺
る
ぎ
な
い
態
度
で
辛
抱
強

く
「
叫
び
続
け
た
」
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
神
の
御
言
葉
の
う
ち
に

命
の
泉
を
見
い
だ
し
、
そ
こ
か
ら

日
々
生
き
る
力
を
汲
む
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
バ
ル
テ
ィ
マ
イ
は

人
々
か
ら
「
安
心
し
な
さ
い
。
立

ち
な
さ
い
。
お
呼
び
だ
。」
と
聞

い
た
時
、
喜
ん
で
主
に
向
か
い
ま

し
た
。
ま
た
、
古
い
人
を
脱
ぎ
捨

て
、新
し
い
命
に
生
き
る
こ
と
は
、

「
上
着
を
脱
ぎ
捨
て
る
こ
と
」
に

象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
主
イ
エ
ス
は
「
行
き
な

さ
い
。
あ
な
た
の
信
仰
が
あ
な
た

を
救
っ
た
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ル
テ
ィ
マ
イ
は
目
が
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
後
、
道
を
進
ま
れ
る

主
イ
エ
ス
に
従
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
信
仰
に
よ
っ
て
、
主

の
道
を
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。
主

イ
エ
ス
は
バ
ル
テ
ィ
マ
イ
に
言
わ

れ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
信
者
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
を
派
遣
な
さ
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
教
皇
様
は

『
信
仰
年
』
の
文
書
の
中
で
、「
キ

リ
ス
ト
信
者
は
信
仰
を
私
的
な
行

為
と
考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
信

仰
は
、
主
の
も
と
に
と
ど
ま
り
、

主
と
と
も
に
生
き
よ
う
と
す
る

決
断
で
す
。」
と
書
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者

が
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
信
仰

を
恐
れ
な
く
証
し
す
る
喜
び
を
見

出
し
て
行
く
よ
う
、
強
く
奨
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
三
日
、
良
い
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
第
二
回
万
葉
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
六
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
、
約
百
二
十
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
大
型
バ
ス
で
来
た

チ
ー
ム
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
こ

の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

司
教
様
も
参
加
さ
れ
、
一
塁
を

守
っ
て
み
ご
と
な
開
脚
で
ア
ウ

ト
を
と
っ
て
拍
手
喝
さ
い
で
し

た
。

　

結
果
は
、
一
位
呉
、
二
位
岡

山
南
、
三
位
三
篠
、
四
位
福
山
、

五
位
玉
野
、
六
位
三
原
。

（
福
山
教
会　

伊
藤
光
子
）優勝した呉教会チーム

日　時：3月24日 ( 日 ) ～27日 ( 水 )
場　所：ノートルダム清心女子大学一宮校舎
対　象：中学 3年生～高校 3年生
テーマ：「信仰からの奉仕	信仰への奉仕～私に繋がっていなさい～」

中国ブロックカトリック高校生大会のご案内

『信仰年』は愛のあかしを深めるためのよい機会でもあります。
私たちも中ブロを通して共に価値のあるものにできますように…。
Open your eyes!!!!!!

詳細は各小教区配布の案内をご覧ください。


